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植物脂質の食品機能性研究とそれらを活用した機能性食品素材の開発

株式会社ニップン 嶋　津　京　子

は じ め に
植物には様々な生理活性物質が含まれており，食品や医薬

品，化粧品などに広く利用されている．中でも脂質成分は，食
品製造過程において未利用のまま副産物に残ることが多く，
ニップンでは，こうした副産物に残る機能性成分の素材化に注
力し，主に食品用途の植物由来健康素材として上市することで
人々のウェルビーイング（幸せ・健康・笑顔），持続可能な社
会の実現への貢献を目指してきた．

ここでは自身が携わってきた 3 つの素材の食品機能性研究を
主として，その研究開発と実用化について紹介する．
1. オーラルケア素材「パミスエキス」
1-1. パミスエキス
パミス（pomace）とは，果実から果汁や油を搾った後の粕を

指し，ワイン搾り粕は世界で年間2,000万トン，国内で数千ト
ン発生する．大部分が堆肥として処理されるが，パミスにはポ
リフェノールの他，ワインに移行しない脂溶性成分としてオレア
ノール酸等の有用成分が含まれる．オレアノール酸（Oleanolic 
acid: OA）は自然界で最も一般的な五環性トリテルペンのひと
つで，ブドウやリンゴ，オリーブなど植物表皮を覆うワックス
中に含まれ，外部環境ストレスから植物を守る役割を果たす．
幅広い生理活性が報告されており，当社では抗う蝕作用に着目
し，口腔ケア素材として実用化を進めてきた．
1-2. オレアノール酸（OA）のう蝕への効果
我々は，赤ワイン搾り粕を原料として OA を有効成分とす

るパミスエキスを得て，in vitro試験にて，う蝕原細菌の増殖
やプラーク形成を抑制すること，さらに健康な成人を対象とし
て，パミスエキス（OA 27－36 mg/日）の摂取により口腔内の
う蝕原細菌の増殖が抑制されることを報告してきた 1）．
1-3. オレアノール酸（OA）の歯周病への効果
一方，歯周病に対しては，in vitro や動物試験にてトリテル

ペンの有効性を示す報告があるものの，ヒトにて OA の歯周
病原細菌への効果を検証した報告はなかった．そこで，我々は
OA を 27 mg あるいは日常的に，より摂取しやすい量として
9 mg含むタブレットを用いてヒトにおける歯周病原細菌への
影響を検証し，う蝕に加えて歯周病に対しても有効である安全
かつ簡便な口腔ケア食品素材の実現を目指した．

健康な成人84名（平均年齢45.1歳）をプラセボ群（29名），低
用量群（29名，OA 9 mg/日），高用量群（26名，OA 27 mg/日）
に分け，プラセボ対照無作為化二重盲検並行群間比較試験を
行った．被験者はタブレット 1錠を 1日摂取し，摂取前後に採
取した唾液を用いて PCR-Invader法により細菌数を定量し，
口腔内総細菌数に占める歯周病原細菌の割合を算出した．すべ
ての被験者が試験を完遂し，パミスエキスの摂取により用量反
応的に唾液中の Porphyromonas gingivalis（P. gingivalis）の割

合の増加が有意に抑制されること（p＝0.005, p＝0.003），さら
に，高用量の摂取により Tannerella forsythia（T. forsythia）
の割合の増加が抑制される傾向にあること（p＝0.064）を明ら
かにした 2）（図1）．以上のことから，パミスエキスの経口摂取
は，健康な成人の口腔内において歯周病原細菌の増加を抑制し
て口腔環境を良好に保ち，歯周組織の健康維持に役立つことが
期待される．

2. ロコモ対応素材「オリーブ果実マスリン酸」
2-1. オリーブ果実マスリン酸
オリーブは地中海沿岸を中心に広く栽培され，地中海式食事

は生活習慣病のリスクを下げるとされる．オリーブオイル搾り
粕であるオリーブポマス（pomace）は，一部ポマスオイルの原
料や動物飼料として利用されるが，大部分は堆肥となる．ヒド
ロキシチロソールやオレウロペインなど様々な有用成分が含ま
れる中，我々はトリテルペンの一種，マスリン酸（Maslinic 
acid: MA）の抗炎症効果に着目し，ロコモティブシンドローム
対応素材として実用化を進めてきた．
2-2. マスリン酸（MA）の関節炎予防の作用メカニズム
これまでオリーブ果実に含まれる MA の経口摂取が，動物

やヒトにおいて効果的に関節炎を緩和することを示してきた
が 3），その作用メカニズムや機能の全容は不明であった．そこ
で，II型コラーゲン抗体の投与により関節炎を惹起させた関節
炎（CAIA）モデルマウスを用いて，MA を摂取したときの関
節組織における遺伝子発現を，DNA マイクロアレイ法を用い
て網羅的に解析し，滑膜における MA の働きを推察した．

5週齢の DBA/1J マウスを予備飼育の後，ランダムに 3群
（CT群（コントロール群），CA群（関節炎惹起群），CA＋MA
群（関節炎惹起＋MA摂取群））に分け，CA＋MA群には，本
飼育開始日から 200 mg/kg body weight の MA を毎日経口投
与した．CA群および CA＋MA群には，本飼育7日目にコラー
ゲン抗体，10日目に LPS を腹腔内投与し，関節炎を惹起させ
た．1日1回マウスの手脚の関節を観察し，関節炎スコアを評
価した．CA＋MA群にて関節炎スコアや手脚の腫れが改善し，
関節炎の発症が抑えられていることを確認し，本飼育11日目
に各個体の後肢の滑膜を採取して total RNA を抽出し，DNA

図1.　唾液中の歯周病原細菌の割合の変化率
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マイクロアレイ実験を行った．
その結果，CA＋MA群では，関節炎に関わる関節の炎症や

浮腫，リウマチに関連する遺伝子群や，炎症反応に関わる機能
が不活性化されていた．また，炎症反応抑制のひとつとして
Toll-like receptor シグナル伝達経路の不活性化を通して炎症性
サイトカインの発現が抑制されていることが明らかとなった．
さらに，CA群に対して CA＋MA群で有意な発現変動を示す
遺伝子を抽出したところ，細胞外マトリックスや細胞接着，骨
格組織形成といった関節の結合組織成分や組織の修復に関わる
遺伝子群の発現が上昇していた．これらのことから，MA摂取
により炎症が抑制されると同時に，組織の再形成が盛んにな
り，その結果，関節炎が緩和されていることが示唆された 4）

（図2）．

3. 肌対応素材「セラミド」
3-1. 植物由来グルコシルセラミド
セラミドは，長鎖アミノアルコール（スフィンゴイド塩基）

と脂肪酸がアミド結合した特徴的なセラミド骨格を有し，表皮
の最外層である角質層に豊富に含まれ，水分を保持して刺激か
ら皮膚を守るバリア機能に寄与している．当社では，米ぬかや
トウモロコシ胚芽から抽出した植物由来のグルコシルセラミド
を有効成分とする素材を販売しており，経口摂取により皮膚バ
リア機能が向上することをヒト試験にて示してきた 5）．
3-2. 皮膚バリア機能に関する作用メカニズム
セラミドは，皮膚においてセラミド合成酵素の発現を上げ，

セラミド量を増加させることで皮膚のバリア機能を向上させる
とされ，トクホや機能性表示食品に活用されている．しかし，
日常の食事から摂取するセラミド量に対して，ごくわずかな摂
取量で皮膚保湿効果がみられること，腸管での吸収率が極めて
低いこと，その上，皮膚にて植物由来のスフィンゴイド塩基が
検出されないことを考慮すると，経口摂取したセラミドが皮膚
に到達して効果を発揮しているとは考えにくく，その作用メカ
ニズムの全体像は未だ十分に解明されていない．

そこで，腸管にて植物由来グルコシルセラミドやその代謝物
が，腸管から皮膚に至る間に皮膚や全身へと波及する何らかの
シグナル伝達経路に作用すると想定し，HT-29細胞を腸管上皮
細胞モデルとして用いて検証を行った．その結果，スフィンゴ
イド塩基が，あるシグナル伝達経路に作用してサイトカイン産
生を調節する効果があること，また，免疫応答に偏りが生じな
いよう調節し，恒常性維持に貢献する可能性を見出した 6）．ど
のようにシグナル伝達の活性化を調節しているのか，引き続き
研究を進めている．

お わ り に　
企業の役割のひとつは，研究の成果を人々が手に取れる形で

社会に提供することだと考える．現状，食品にて健康効果を謳
うためには，トクホや機能性表示食品制度に対応する必要があ
る．消費者にその効果を誤解させることのないよう，医薬品と
の区別を考慮し，取得するエビデンス，ヘルスクレームを工夫
しなければならない．これまでパミスエキスは，口腔内の細菌
叢に着目して研究開発を行ってきたが，現在は歯科検診による
評価を進めている．また，オリーブ果実マスリン酸は，関節だ
けでなく，骨や筋肉，抗疲労に関する評価を進め，中高齢者や
アスリート向けの素材として社会に提供できるよう，様々なエ
ビデンスの取得に努めている．素材の信頼性を高めるために
しっかりとしたエビデンスの取得は欠かせないが，実用化にお
ける研究開発はそれだけではない．パミスエキスは素材価格が
高く，普及しにくい側面があったため，国産から海外生産へと
低コスト化を進めてきた．さらに，素材を幅広い食品へ利用で
きるよう応用面の開発を進めている．今後も研究を積み重ね，
その成果を着実に実用化してお客様に提供・普及できるように
素材の研究開発を進め，食と健康を通じて人々のウェルビーイ
ング，持続的な社会の実現に貢献していきたい．
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図2.　マスリン酸の抗関節炎に関する作用メカニズム
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